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FHD50形固定ヘッド ディスク駆動装置

(ミニディスク)の開発
Deve10Pment Of Fixed Head Disk Drive FHD50(MINトDISK)

′卜形､紙価1こ終をねい､としてト耶己したFHD50ミニディスクを純介する‥
本装道は

0.2メガ～3.2メガビ‥ノトグ)二村達にわたる4柚のシリー--でをもち.そのノ■!壬本托術は,

コーーティンプチ･ィスク(′coated Disk卜と,従火の磁1トット(Ma卯etic Head=土

術をIぷ梢したディスク州多素J′一ヘットrMutlトhead､)を細こみ†ナメっせ,始刺/件1卜時には

ヘットをディスクl｢1jに摺刺させるCSS(:Contact
Start Stopりノ式の寸糾】などてあ

る_､二れによ/-ノて慌梢肘Drive Mechanism■)ク)杓略化を行なうととい二,･1州封=二必

懲な抑別一柑各(.Device Electronics)には,フ■りアンプル(Ⅰ)reamt)le‾)〝‾)ヲ芭十･,ドjミ上

lロ川各などをて克装Lて仙いやすくL,肘肘‖い空範仰が0一～50てこと山､など､仙ニユ■り克什

を-l･分にもたせ,低仙朽でトトLつ.11ごiイ.吉和州ミをj_如丈することができた-～

I】 緒 言

L_トンニ彗一望附叶ほ小形,仇他作グ〕】■J+速ラング'ムアクセス
ノモり

をl!H発するたれ その状促検.汁を行な′-ノていたが､椚仰47斗▲

51+に関カ､れた｢日立悶j当機甘拙皇_lで,コーーティング ディス

クの.了亡錨蹴休と,従水グ‾)磁㌔ミへ･ソドを心1JLてlJ日子己されたデ

ィスク川マルチヘリトとを札みナナわせた､ト耶占ヘット
ディス

ク装置を参ぢ憮/jてしたところ,雇員器C叫上応が‾jl恕外に人きか

一1たので払汀】化をユ､ぐこととな/ノた.1メガビ･ソト不二F丘前綬

のメモリは.ミニコンヒュー一夕,端末装置などク1はかに､7【三

雄乍叩Ⅰ偶において人きな;≠--;繋が見込まれ このことから装置

に対Lては,屯十計算機システムとはやや鞘なった鵬Lい他

用条什が予想されたので,次のような設計ん▲計を立てた･二

(.1)小形,†比価格とする.二､

(2)慌偶の簡素化により-て二古イi摘州三を柑るr7
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図I FHD50形ミニディスク 本装置の取付は,横形(上回例)と縦形

のいずれも可能である(⊃
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:3) 卜1ナ乙･耐+二;■三嶋什をもつ､

こ4)fj小､十すい帆;左､機能とする.ニノ

国 主な仕様

FHD50ミニチトスクの外観は図1に,i二ち･什様は表1に′j七

すととい二,その特長は次に述べるとおりである｡

(1)?F二ら主レンジを0.2～3.2メガビ･ソトク〕矧叫で4仰のシリー

ス一に分けてあるので,システムの九Hl主に有利であるl

(2)仙J【Jf占い空位叩か0～50Dcと′lユこい〔J

(3)うにi馴l州立数50/60Hz♂)-りJ絶えが?妄易で,どの域でナも,什

能や.†.1刀う出【1_りi格のた与!-をは全くない.-

(4)1｢川-は縦形.と肘Fラがi二1山に選ぶことができ,またL‾…+錨ト

ラLソフグ)セクタ放は暗偶クり拝1上により自由にi設1ヒできるなど,

イ小才‾i卜の11一山ノ告が人きい｡

(5)川j_別L∫川各｢土,データイ.i-ぢ･の公私渦川路や,プリアンブル/

ホスト7フンブル ビットの処即Ll_-川谷などを内蔵L,インタフェ

ースでは止昧デーー一夕のみをデイジタ′レイ‾こテリ一で転送するだけで

あり,榔′糾主装置について特別な札識がなくても,?i切に仙

j‖できる

田 装置の構成

小装置は,外部脾拭に対Lてざノこ1モに保.稚きれた傑桃たlこと,

それをJ書j･lj御する†.1+j上川り路F粥とかごっ寸≠成され,そグ)上なl勺訳は

表2に,またけ;り川上略ごてl;のブロlソクll=土図2に′+こすとおりで

ある

El ヰ幾構 部

椛j_辻を的場化するたれ 磁1くヘッドがディ スクに接触Lた

ま圭で始刺,あるいは付】卜をするContact Start Stop(CSS)

ノナノ〔を用いたか,ヘッドスライダの′′た～りプ亡､アニ的仏垣条件を旭

川Lたこたれ りミュ煉_卜も,また他用′夫続かJ)も,トウナなイi言鰍作

と七三J古か火付けられている｡内部のツヒ1いま,フィルタを過L､

.L;‡‾に綿f札
ろ過されて装置内に盲11石†.吉和他端蝿を作り,また周
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表IFHD50形ミニディスクの主な仕様 総記憶容量は0･2～3･2メガビットの範囲で,5機種のシリ

ーズを持つ｡

＼ 形 名
FHD50-04

l

FHD50--32 FHD50-64項 目
FHD5008 FHD50-16

l

総記憤容量

記憶密度

iトラック当たりの

記憶容量

0.2メガビット

0･4メガビットio･8メガビット l.6メカ'ヒ､ット 3.2メガビット

l′800BPl(MAX)

50′080ビット/′トラック(標準)

転 送 速 度

平均アクセス時間

情報用ト ラ ック数

情報用予備トラック数

タイミング用トラック数

(予備)

外 形 寸 法

重
_宝_

駆 動 用 電 動 機

‡
工
+

｢

十

ディ スク回転速度

電 ;原 条 件

ディ スク始動時間

情 報 の 誤 り 率

使 用 条 件

⊥

.｢

Z･5メガビット･■s(50′′60Hz)

lい†1S(50ノ′ノ60Hz)

]享巨
(2)

幅413二吋奥行413〉く高さI70(mm)

18kg

誘導電動機

3′000｢pm土5%(50′ノ′60Hz時で周波数変動含まず)

電動機用電:原:

始動時

定常時

周辺回路用電;原

AC100V土10%,

二 5Alよ下

:2A//

ニ 十24V土 5%

十5V ′′

- 5V ′

2分(2分経過後使用可能)

50ノ′60±】Hz単相

1Alよ下

2A ′′

0.5A･′

32 ｢
‾‾64

王‾二二二二L二二‾4

10回の読み直しで正Lい読み出Lができない誤り率は,■01-ビットの請出Lを行なってl件以下

周囲温度

相対湿度

振 動

律テ 撃

動 作 時:

非動作時:-

:30､90%

:0.5G以内

0-〉50∂c

-10～70¢c

(結露Lないこと)

(200Hz以下)(但L,装置の共振点付近を除く)

非動作時:5G以内

表2 FHD50形ミニディスクの構成 外部塵射二対Lて保護された機構部ユニットと,それを制御す

る周辺回路部とから構成されている｡

分 業頁 ロn 名 構 造 概 要

ユニット

l

磁 気 デ ィ ス ク ディスク表面は,ガンマへマタイトのコーティング｡

)手 動 磁 気 ヘ ッ ド 浮動ヘッドは4組の磁気コアをもつ｡

ヘッド取付機構(ヘッドバー) ヘットバーは浮動磁気ヘッドを支持し,記憶容量により ト4本取付け｡

ダイオード ボード
ダイオードボードはl本のヘッドバーの外側に各■枚取り付けられ･ヘッド選択用マト

リックスを構成｡

デ ィ スク 駆 動 系 r 誘導電動機でベルトを介Lてディスクスピンドルを駆動｡

クロック用読取りアンプとマ

スタ クロック発生回路

ノ簡辺匝]路

l本のクロックトラックに書き込まれたインデックスパターンとセクタパターンを含む

タイミングデータ信号を増幅し,パルス整形信号にLて発生｡またアンプ内のタンク回路

にてマスタ クロックを発生｡

インテックスマーク検出回路 クロック読取りアンプで発生Lたタイミングデータ パルス信号により,インデックス〉パ

とセクタマーク検出回路 ターンとセクタパターンを検出Lて,マスタクロックに同期して送出｡

変調回路はライト動作のときにNRZ形式で転送されてきたライトデータをFMデータに変換

変調回路と復調回路+
復調回路は･リード動作時に読取りアンプで読み取られたFMデータパルス信号よりリー

ドデータとリードクロックを抽出し,リードクロックに同期させてFMデータパルス信号

をNRZ形式に変換して送出｡

ライト/リードゲート コントロール

ライトイネーブルを受信するとライト状態になり,プリアンプル ビγ卜とポストアンブル

ビットの書き込み制御を行なう｡

リードイネーフルを受信するとリード状態になり,リードデータの同期ビットを検出する

ニとにより,リードテ一夕を送出する制御を行なう｡
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インテックスクロックライン

セクタクロック ライン

マスタクロックライン

リード.′■■ライトクロックライン

リードデータ ライン

ライト データ ライン

ライト イナー7一ルライン

リードイナーフルライン

トラックセレクションライン

直流電源

直流接地

交涜電源

モータ接地

i

一■■

■-

t●■

t■■

■■●■

-■■■■■■■■

リード.ノ′ライトクロック

発 生 器

リード データ

コントロール

ライト データ

コントロール

インデックスマーク

検 出 器

セクタマーク

検 出 器

復 調 器

変 調 器

十5V■■■■-1■

5V

＋24V---- I

-■■

■■■■■■■-

t■■■■■■●

図2 周辺回路のブロック囲

もイ吏用できるLつ

リードアンプ

ライトアンプ I

リードアンプ

ライト′/リuドバス

J
l

十
三三にん+ll ヘッド選択ドライバ

.斤曳-.

トラック選択

デコーダ

綻

PCl

■苛

勅

記憶装置固有の回路は全て内蔵されており,専門的な回路技術がなくて

1榔止他の変化に.よって,l勺一郎の′′;ウ1くが岬収作川をLて,外部

から魔境をl収いj生むのを仙ぐため,柘ノ作能グ‾)アブソリュート

フィルタを付けた咋l収窓をiさ設けるなど､†l;斬り生を碓仏呈するた

め仙墟享に対して卜分な配慮かされているr,純j左の柑桝糾ま図3

に′J七すとおりであるこ

8 インタフェース

本装置のインタフェーースイ‾i言ぢ一は,簡素化のため,そのイi_言ぢ･

の綿実貞を必要拉小以･いことどめ,姑いJt肝件のあるTransistor

Transistor Logic(TTL)レベルで才英紙できるようにしてあるrJ

イ.言号の純頬とその機能は表3にホすとおりであるL⊃

l司 データ フォーマット

インチソクス クロ､ソクイこ_三号を始∴-.くとして-･田のトラックは,

図4にホすようにBgのギャ･ソブ桃と校数偶のセクタ部とかJ〕

偶成されるり 一つのセクタは,セクタ クロックを始上】二として,

プリアンブル部,データ跳及びポストアンブル郎で純成され

る｡Bg部はトラックを-りJり扱えたり,-i一書二込みか⊥l)∴先Jl=ノにりJ

り掩えるl祭に必繋な帖川であり,インデックス グロ･ソクに向

期しで切換えが行なわれる｡プリアンブル部は,データを読

み=すl溌に,データの光軸を確認するためグ)ものであり,ポ

ストアンブル祁ほ,データの力士桟妃の乃込み,言ノ己J-ilLを保証

するとともに,柁純セクタに言亡鈷されているプリアンフ11ル部

を促成するためのものであるし､プりアンプル部,ポストアン

プル溺はともに,データ書込みのド祭に糊j土川り路挑で｢′1動的に

発生させて記録し,言売出しの際には†ヰび月丈り隙いて,入=ノJ

デ】タのみをイ ンタフェースに送る｡ 一つのトラック,‾丈は,

-･つのセクタに記録されるデータのビット数は二大のようにf汁

算される｡

丁-○トr⊥

電動機

ヘッド選択マトリックス

l磁気ヘッド

】磁気ディスク

エアフィルタ

周辺回路部
+

l l

ll l
0

磁気デイ
/

/｢▲‾1

l ＼

1l'‾

＼

ペース

＼防栃脚

l ＼

]

l

スピンドル

--413×413角-‾

馬区動ベルト

礪

硝

スク駆動部

電源周波数調整用プーリ

図3 構造概略図 磁気ディスク,磁気ヘッドは,外部塵咲に対して完

全に保護されてし､る｡

1トラックをyセクタに等分試りした場ナナ,

ビットとすると,(Tざ×y)＋βg=50,080ビ1

1セクタ当たりのデータ ビ､ソト数をズビ‥′

rざ≧ズ＋(1＋15＋4),(イ_11L,

1セクタ上之をT5

トとなり,また,

卜 とすると,

r5は80ビット以_卜)

となるこつ

Ii 記鐘再生方式

FHD50形は簡_filな[ロ柑各構成で高記録1庶J空,｢引去i椒性が柑J〕

れるようFM愛子短i洞(Double Frequency)方式が川いられて

いる｡このノノー式は,書き込むl祭にデ】タとクロックをで㌻成し

て記鎚L,読み.リ_iすときは,データトラ‥ノクに記録されてい
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表3 インタフェ】ス インタフェース信号は,全てTT+レベルのティジクル信号となっている

信号線 No. 信 号 線 名 称 機 能

入力線

出力線

l トラック セレクション ライン 2進数によるレーくル信号である｢

2

3

4

l

2

3J

ライトデータライン

ライトイネーブルライン

ライトイネーブルラインがローレベル時に本信号線上のチータをティスクに書き込むが信号

はリード./ライトクロックに同期して転送される｡

本信号線がローレベル時ライトテ一夕が書き込み可能になるr_.

ライトイネーブルライン

タイミング信号

=Jマスタクロックライン

(2)インデックスクロックライン

(3)セクタクロックライン

リードライトクロックライン

リードデータライン

本信号綬がローレベル時言禿み出されたリードテ…タを送出するこ一

50%デュティサイクルの同期用クロック信号で常に送出される=.

l回転にl発のパルス信号でディスク周上の起点を示Lている亡.

各セクタのスタート ホイントを示すパルス信号である｡

本信号はリートイネーフ‾ル及ひライトイネーブル状態時に送出され,ライトテ一夕及びり二‾

ドデータ信号の同期に用いてし､る._

り-トイネーフ‾ルラインがローレベル時に本信号紙上にデータを送出することができ,本信

号緑のテ一夕はリートライトクロックに同期Lて転送される｡

インデックスクロック

セクタクロック

(50.080ピット)

(プ1占ビット)

1セクタ長】

1トラック長

Bg

十

PREAMBLE(

】
POSTAMBLE(4ビット)

入出力データ

15ビット)

データトラック

無効1ビット

るクロックでデータを弁別し,Non Return to Zer｡すなわ

ち,NRZ形式に復調するため,クロック信号とデータ信号

との位相ずれによる復調ミスを発生するおそれがない｡

田 システム設計上の技術

一一般に磁気ディスク装置などのメモリを使用する場仙二は,

特にシステム側から供給を′乏ける鑑札 アー1スとそれに胤坐

する実装方法により,装置の読取†三相度を大きくノ∫二右一するこ

とがある｡例えば,イ滋乞もヘッドの出プJ電吐は数ミリボ′し卜程

度の微′トな信号であり､外部ノイズに対Lて十分な配庵をす

る必要がある｡本装置はこれら外部誘導ノイズ,ACライン

ノイズなどの影響を少なくするために,周辺【句路部にカバー

を設け･またAC電源からのノイズをl;〟ぐため,､モータ ハウ

ジングのア【ス端イ･を独立して設けている｡更に磁気ヘッド

を収存している本体フレームのアースを,システム収納朽に

しっかりと別系統でアースし,磁気ヘッド回りにノイズが我

らないようにする必要がある｡特にシステムで使用している

アース,DCライン,あるいはACラインにノイズ源となる

ような機器を近づけたり,接続したりしないような注意が大

切である｡

対ノイズのための注意事項は次のとおりである｡

(1)システムのAC入力ラインには必ずライン
フィルタを使

用し,フィルタ通過後のケーブルを入力ACラインと近づけ

ないように注意する｡使用するフィルタには一般電子計算機

62

注:Bg≧125ヒット

システム収納箱

インタフェース

ケーブル

コネクタJ.

図4 トラック及びセク

タの記妄毒フォーマット

一周のトラックを,複数個の

セクタに分割Lて,セクタ単

位でデータの転送を行なう｡

FHD50形

風辺回路部

電動機

洋室毒～ト∧ + グフ

コネクタ

PCl

0V
ラレ

ン1

DCケーフル十5V
†-24V

Cケーブル
ー､〉5V

ドム

システムク

丁接地

耳0-･･･入力

電源アーl
ス

/スアム
AClOOV 妄○-AClO

イ

ノレ

タ
f

うンド

0V

図5 代表的なシステムの電源ライン及びアースラインの接続例

システム全体を同…収納箱に収め,各部グランドレベルを等Lくすることが対

/イズ強度を得るために望まLい｡

用(しゃ断帯域0.1～10MHz柑璧,減衰特性60dB以上)が過当

で,外部からのノイズをしゃ断する方向で使用される｡

(2)システム全体のグランド レベルを高周波的に等しくする

ことがノイズに対して強くなるので,制御装置と同一収納符
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匡16 システム収納箱と分離Lて使用する場合の例 システム収

納箱と本装置(FHD50)のフレーム グラントをてきるた(十大くて短い編組綬で]毒

未完することが望ま Lい

紹｢

㌦㌦こ一〆-←ノ

FHD50形固定ヘッドディスク駆動装置(ミニディスク)の開発 521

に実装するのが望ましい(区15参照)｡

(3)FHD50形をシステム収納締内に実装できない場ナナは,図6

にホすように,システム収納絹とFHD50形装置のフレーム グ

ランドとを10mm帖以上の編視線でできるだけ如く して接続L,

人ノJACライン側に共通のライン フィルタを入れると良い甥

†ナがあるこ､この楊ナナ,入力ACライン側のフィルタのア【フ､

は,システム アースの接地と別系統に接地するほうが効果が

山く なるr′

(4)図5,6どグ〕場†ナも,入ブJACライン側ク)フィルタ アー,

スキできるだけ1こ仝な掘さ,旭をするとライン ノイス'に対Lて付

く なるヾ､

(5)iに1傾放びアース ラインのノイズについては仙l々･プ｢〉システ

ムの形態によって条件の興なる場†ナがあるので,みシステム

につし､て十分な検討か以､要である.｡

(6)ノイズにより万一,エラーとなった場ナナのためにもロール

バック(り-ド エラーとなった場合の再読出し)を必ず行なう｡

8 結 言

本尊宝冠はぎ己尤後,約1勺二余りを経過し,約1,000fiが山荷さ

れたが,顧布からは好F沖を得ており,重た所フ王のイLi和州三も了り:

⊥l〕れている､｡ニの姑人の刈ミ畦lは､機構たiiの思い切った簡略化

を行な一一ノたことと,l叫路部を似いやすきに虫ノ∴(を吊いて設.享l

したためと考えられる｡OriginalEquipment Manufacturers

(OEM)機器の使命は,し-かに顧客に満足して使用してもノ〕

うかにあり,その意味では使用方法に関する顧客へのアドバ

イスは,極めて大切な要素と考えている｡〕我々は､今後とも

虹に顧客の希望を反映した新機椎の開発に努力を続けていく

所存である｡

電子線蒸着装置

田村一二三･木村博一

特許 第654185号(特公昭47-286号)

.i[川∴
金城の蒸者i法の-･つとLて`■E十拙

力宝前臼_三か1-1卜､ノーJれているが,ノヒにjl線を_東城

墳寸胡勿官tiに照射すると発/l二する制式ノJ三党分

J′･が.にJ湖上プ)泌■坦‾ナる′ノ:川jミニ他Lゝ1+しIl一ニイオ

ン(1′‡1月イオンlヒflイすン し`.い'･.)がJlこ‾rf二

する状態になる｡したがってこの′ノ即りに絞

茶々盲J州立が置かれると,∠長村内か員イオン

もLくはノ在眉腺からヰニず ク)楓

幣によって才j-も似L,良如二ち-カ紺川更は子ミゴニられ

ず､またカ巨石暇厚を制御するため蒸着源の

j辻傍に`.E蛙を設け,ニの`屯睦に流れる‡ユイ

オン`Fとこ流を川いる域でナにも貝イオンのほか

ら生ずる逆流散乱ノー盲J′一に1らづく

l一に流を含むため,正確な暇J引棚卸ができな
かった.｡

本籍明は非ノ｡糾二簡単な構造で土れまでプ〕

欠1一丈を取り除き,蒸前曲か均 一でかつ暇メゾ

の制御されたカ§二右膜を柑る`i立

にト対するもので,金属蒸着物宕朋貞を正`-立位

とすることにより,正イオン(1‾‡属イオン)

のじちが披蒸着桔枇の置かれた空‖仙二飛散L,

glイすン(`i五J′-)は東端蒸着物質瀕を主と

する_1‡二`立位物体に咄引される`i一往界分布とし,

榊.kの;左かれた空榊の付近に屯魅を

.浸けてj‾[イオンの.みに鵜づく屯流もLくは

lに｢仁を検Jllし,ニの†しさ弓･によって蒸着適性

およL･ゝごカ冥府暇.l_≠を+Ⅰミ碓に制御可能とLたも

のである､)

図】はこの発明の一一例を示すものである.｡

すなわち,蒸発源①に械置された金械蒸話

物音‡②に対し`仁はJ二銃⑲から放出され､電子

レンズ⑪で集束された′.主三‾｢線(劃が照射され

ると,照射された分捕蒸荊物宮守(丞は加熱蒸

ヲ己しぃ縫充Lた会場分丁･はさらに③によっ

て衝撃さgLてイオン化する 似け㊦は+Eイ

すン,∈)は壬1イオンを示す)｡このようにし

て発生Lたイオンは蒸発線が左源④により

止`iに仙二なっているため,(彰の近傍で形成

されたイすンのうち負イオンは①にリlかれ,

正イオンシりふが披蒸着J帥丈⑤に梢散蒸右さ

れる(〕Lたがって､負イオンによる簡■撃に

よる熊石l如の榔払はtiてじない｡また,(身の

63

近傍に蒸着過度検知用の電極⑥を置き,こ

れに接続する電流計(丑により到達した止イ

オンに比例した電†充を測定することができ

るので,茶店膜の厚さを正確に測定するこ

とができ,きらにこの′左流によって⑲を制

御することによr)熊石膜の厚みを制御する

こともできる｡
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